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くまむら農業・最適化推進運動 

 

                    農委会名：球磨村農業委員会 

 

１ 地域の概要 

本村は熊本県の南部に位置し、村の面積の約８８％が山林で、中央を日本三大急流の１

つである球磨川が貫流している。その球磨川の支流には、多彩な棚田が広がっており、「松

谷棚田」「鬼ノ口棚田」は「日本の棚田１００選」にも選ばれている。 

また毎床地区で作られている「一勝地梨」は２０１２年に植栽されて１００年を迎えた

村の特産品として各地に出荷されている。 

令和２年７月豪雨による被害で生産性の高い集団農地を含む約８９ｈａの農地が被災し、

現在球磨川流域では引き堤や遊水地が計画されている。 

 

２ 農業委員会の体制 

(1) 農業委員数  ７人（うち、認定２人、女性１人） 

(2) 推進委員数  ６人（うち、女性２人 

(3) 事務局体制  ３人（専任２人、兼任１人） 

 

３ 掲げた目標 

(1) 耕作放棄地対策  １ｈａ 

(2) 利用状況調査の実施  ４４６ｈａ 

 

４ 目標達成に向けた取組み（運動）の内容  

(1) 村道沿いの遊休地を景観美化活動の一環として、花の種等を３種類植栽した。 

 

１２月１２日 ４月１７日 

１０月１１日 ６月１６日 
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(2) 農地パトロールの一環で、今年度は令和２年豪雨被害で被災した宅地の造成地につい 

て、現地確認するとともに県の復興担当者から進捗状況の説明を受けた。 

 

 

(3) 復旧の見通しが立たない農地の非農地判断を実施した。 

 
 

(4) 災害復旧に伴い、現在熊本県が借用している土砂の仮置き場について、復旧後の 

営農再開に向けて意向調査を実施した。 

 

 

５ 取り組みの成果 

(1) 主要村道沿いの畑８１７㎡で実施したが、地元住民からは、景観と見晴らしが良くな

ったと喜びの声が聞かれた。 

(2) 委員６班体制のもと４４６ｈａ、筆数９，６１２筆について実施できたが、災害後の

影響で現地に入れないなど、立入困難等の理由で調査出来なかった面積が４９ｈａ、筆

数１，０７７筆であった。 

(3) 被災後復旧が難しい農地について現地調査を実施した結果、３筆、２，５８３㎡を非

６月６日 １２月１２日 

１１月２５日 

２月２日 
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農地判断として処理した。 

(4) 関係者５３名、１１７筆、面積５９，４６２㎡について実施した。 

 

   【結果】 

今後も営農を行う（再開する） ４名   ４筆   ２，６６７㎡ 

売却してもよい ３９名  ９２筆  ４６，７７９㎡ 

賃貸してもよい ５名  １３筆   ６，８９７㎡ 

その他 ２名   ２筆   ２，３７９㎡ 

 

契約後は、現状復旧する予定になっているが、遊水池内の営農エリア代替地（関係面

積１５，１２７㎡）も予定されていることから、今後、所有者とのマッチングが必要に

なる。基本、賃貸契約で実施する予定にしているが、耕作予定者の希望により、３条申

請も同時に受け付ける。 

また、基盤法の改正に伴い、農地中間管理機構とも連携して事業を推進し集積・集約

化につとめる。 

 

６ 課題と今後の方針等 

残された活用できる農地を減らさぬよう、今後も農地集積・集約化に努めたい。そのた

めには集落における話合いの場を設け、農業委員・農地用最適化推進委員全員で取り組ん

で行くことが大事である。 

また今後も、耕作放棄地の防止及び解消に向け、景観美化活動も引き続き行っていく。 


